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活動概要

活動の起因

（きっかけ）

○
大変貢献している 少し貢献している どちらともいえない 余り貢献していない 殆ど貢献していない

建築士会関係度 ○
（建築士会単独=100％） 100~80% 80~60％ 60~40％ 40~20％ 20~0%

その他

（展望・課題）

※地域貢献度・建築士会関係度は独自の判断で結構です。（該当箇所に◯印）

・上段の活動団体名①は、建築士会名ではない活動専用の名称がある場合の名称です。

・１案件につき本シート１枚で整理して頂けます様お願いします。

代表者連絡先

活動団体代表者名

建築士会名

歴史まちづくり活動　概要シート

（一社）山口県建築士会

活動団体名①

　山口市小郡下郷507-8

　083-973-1599

　083-973-1599

支部（地域会）名

山口支部・下関支部

　山口近代建築研究会

・下段の活動団体②は、主に活動している組織名と、共に実践している協力組織がある場合にはその名称をご記入ください。

E-mail
　info@y-shikai.or.jp

　yuri@snow.megaegg.ne.jp
　代表 原田正彦

　

　

活動名
  行政との協働で進める近代建築顕彰事業
     ～山口県旧県庁舎・旧県会議事堂創建100周年記念事業～

地域貢献度

（主たる活動団体）

山口近代建築研究会

（協力活動団体）

NPO法人まちのよそおいネットワーク活動団体②

 「顕彰」とは誉め称えること。近代建築は、私たちの町の歴史的文化的シンボルとして長らく存在してきた建築の長老たちであ
る。人間が誕生日を祝うように、建築に対しても記念日ごとに日頃の感謝を形で表す機会はもっとあって良い。それを機に、当
時の人々の建設にかけた思いと共に我が町の歴史を振り返り、市民に広くその存在と歴史的価値を知らしめることができ、世
代を超えて子供たちにも伝えて行くことができる。それが我が町の近代建築への愛着を深め、保存の気持ちを高めていく一番
の近道になるのではないだろうか。
そんな思いで、2016年の7月から11月にかけ、100歳を迎えた山口県旧県庁舎・旧県会議事堂に対し、山口県と共催で「創建
100周年記念事業」を実施した。
■県庁舎温故知新 第一弾～近代建築と歴史 [2016年7月17日(日)] 参加者300名
  (1) オープニングイベント(山口県知事・山口県議会議長・山口近代建築研究会代表によるテープカット)
  (2) 木村健二氏・長谷川堯氏・松葉一清氏による特別記念講演会
  (3) 100周年記念児童画スケッチ大会スタートイベント
■県庁舎温故知新 第二弾～近代建築の保存と活用 [2016年10月1日(土)]  参加者200名
  (1) 近角真一氏記念講演会
  (2) 100周年記念児童画スケッチ大会表彰式
  (3) 子供参加ワークショップ～子供カメラマンになって県庁舎の秘密を探ろう！
■県庁舎温故知新 第三弾～近代建築から景観へ  [2016年11月19日(土)] 参加者80名
  (1) 景観寸劇
  (2 )町並みウォッチング
参加者はそれぞれ300名、200名、80名で、延べ580名を数えた。
◆特別記念展示～旧県会議事堂の各部屋を会場に下記の展示を実施 [2016年7月17日(日)～10/1日(土)]
  (1)展示1：「山口県旧庁舎・旧議会棟建設の歴史」(参事会場)
  (2)展示2：特別企画展「近代建築を持つ都道府県庁舎」(議長副議長室)
  (3)展示3「山口県庁舎を設計した三人の建築家たちの作品展」(会議室)
  (4)展示4「山口建築ノートと山口近代建築探偵」(記者室)
  (5)長寿社会課企画展「100歳の笑顔展」(記者室・会議室)


